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国際会計基準財団
（ＩFRS財団：民間）

設立：２００１年

評議員議長：パドア・スキオッパ
元イタリア経済財務相

国際会計基準審議会
（ＩＡＳＢ）

議長：デビッド・トゥイーディー卿
スコットランド勅許会計士

英国会計基準委員会 初代議長

⇒今回、後任選出
ハンス・フーガーホーストAFM長官

（任期：2011年7月～）

設定 国際会計基準

国際会計設定主体の概要
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国際会計基準財団
(IFRS財団：民間）

国際会計基準審議会（IASB)
※国際会計基準(IFRS)を設定

モニタリング・ボード（概要）
（当局）

2007年秋、日米欧等の証券当局が共同
で提案。

（メンバー）
・ 金融庁長官
・ 米証券取引委員会委員長
・ 欧州委員会域内市場サービス担当委員
・ 証券監督者国際機構（IOSCO）

- 専門委員会代表（先進国）
- 新興市場委員会代表(新興市場国）

2009年1月29日 国際会計基準委員会
財団（IASCF；IFRSFの旧称）は定款の改
訂を公表

・ モニタリングボードの設置を公表

（会合）
・ 2009年 4月 1日 ロンドン
・ 2009年 7月 6日 アムステルダム
・ 2010年 4月 1日 ロンドン
・ 2010年10月28日 ニューヨーク

監視機関
「モニタリング・ボード」

監視機関
「モニタリング・ボード」

監視
評議員の選任の承認

国際会計基準審議会（IASB）メンバー

の指名、資金調達など

パドア・スキオッパ議長（元伊財相）
藤沼亜起副議長（元国際会計士連盟会長）
島崎憲明氏（住友商事株式会社特別顧問）

等 合計22名

2010年7月、モニタリング・ボードによりIFRS財団見直しのためのワーキング・グループを設立

IFRS財団の全体的なガバナンス構造に焦点を当てて実施予定(2010年末までに作業を完了することを目指す) 
金融庁 河野正道 総括審議官（国際担当）が議長を務める

IFRS財団のガバナンス見直しのためのワーキング・グループ

評議員会

国際会計基準（IFRS）財団モニタリング・ボードについて
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評議員会（Ｔｒｕｓｔｅｅｓ）
２１人(うち日本人2人)

・ 理事、委員等の指名
・ 運営の監視
・ 資金調達

国際会計基準審議会
（ＩＡＳＢ）

１5人（うち日本人1人）

・ 国際会計基準の作成

IFRS解釈指針委員会
（ＩＦＲS Interpretation Committee）

（旧 IFRIC)
１４人（うち日本人1人）
・ 解釈指針等の作成

IFRS助言会議
（IFRS Advisory Council）

（旧 SAC）
４７人（うち日本人2人）

・ テーマ、優先順位等の助言

指 名

指 名

解釈指針の
原案作成

助 言

指 名

・藤沼亜起
：日本公認会計士協会相談役

・島崎憲明
：住友商事特別顧問

・金子誠一
：日本証券ｱﾅﾘｽﾄ協会理事

・米家正三
：伊藤忠（株）常勤監査役

・金融庁（オブザーバー）

・山田辰己
：元中央青山監査法人社員

・鶯地隆継
：住友商事株式会社

モニタリング・ボード
・評議会メンバー推薦
・評議会メンバー承認
（金融庁、ＳＥＣ、ＥＣ、ＩＯＳＣＯ等）

増員予定＋１

推薦

承認

欠員１（定員２２人）

IFRS財団について

３



氏名 国籍 肩書 任期 備考

Tommaso Padoa-Schioppa ｲﾀﾘｱ 元）イタリア経済財政相 2013年 6月 議長

藤沼亜起 日本 元）国際会計士連盟（ＩＦＡＣ）会長、元）日本公認会計士協会会長 2010年12月 副議長（2010年5月～）

Robert Glauber 米国 元）財務省次官 2011年12月 副議長（2010年5月～）

Clemens Börsig 独 ドイツ銀行 監査役会議長 2011年12月

Yves-Thibault de Silguy 仏 VINCI会長、元）欧州委員会委員（経済・通貨・財政担当） 2012年12月

Marvin Cheung 中国 元)香港KPMG議長 2011年12月

Samuel A DiPiazza Jr. 米国 プライスウォータハウスクーパース・ＣＥＯ 2011年12月

Scott Evans 米国 TIAA - CREF Investment Management LLC CEO 2011年12月

Oscar Fanjul ｽﾍﾟｲﾝ オメガキャピタル・副会長 2010年12月

Harvey Goldschmid 米 コロンビア大学教授、元）SEC委員 2012年12月

Liu Zhongli 中国 中国会計士協会会長、元）中国財務大臣 2011年12月

Jeffrey Lucy 豪 豪FRC議長、元）ASIC議長 2010年12月

Pedro Malan ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 元）財務大臣、元）ブラジル中銀総裁 2010年12月

Sir Bryan Nicholson 英国 元）英FRC議長 2011年12月

T.V.Mohandas Pai 印 インフォシス・テクノロジー取締役 （元ＣＦＯ） 2011年12月

島崎憲明 日本 住友商事株式会社 特別顧問 2011年12月

David Sidwell 米国 元）モルガンスタンレー証券・ＣＦＯ 2012年12月

Paul Tellier ｶﾅﾀﾞ 元）ボンバルディア・社長・ＣＥＯ 2012年12月

Jeff van Rooyen 南ア 元）南ア金融サービス委員会・ＣＥＯ、IOSCO Executive Committee副議長 2012年12月

Luigi Spaventa 伊 元）Consob議長、元）財務大臣 2012年12月

Antonio Vegezzi ｽｲｽ 元）キャピタル・インターナショナル・会長 2012年12月

Duck-Koo Chung 韓国 元）産業資源部長官 2013年12月 （2011年1月～）

国際会計基準（IFRS）財団 評議員 メンバーリスト
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（2010年10月末時点）

名前 国籍 経歴 任期 備考

Sir David Tweedie 英国 元）英国会計基準審議会・議長 2001.1～2011.6 議長

Stephen Cooper 英国
元）ＵＢＳインベストメント・バンク マネージングディ

レクター
2007.7～2012.6

Philippe Danjou 仏 元）仏・金融市場庁 会計担当課長 2007.7～2012.6

Jan Engstrӧm ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 元）ボルボ・グループ最高財務責任者 2004.5～2014.6

Patrick Finnegan 米国 元）米国証券アナリスト協会ディレクター 2009.7～2014.6

Dr Elke König 独 元）ハノーバー フィナンツ株式会社会長 2010.7～2015.6

Amaro Luiz de Oliveira Gomes ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 元）ブラジル中銀金融システム規制部長 2009.7～2014.7

Prabhakar Kalavacherla 印 元）KPMG（在米）パートナー 2009.1～2013.6

Paul Pacter 米国
元）デロイト・トウシュ・トーマツ グローバルIFRSオフ

ィス（香港）ディレクター
2010.7～2012.6

Patricia McConnell 米国 元）ベアースターンズ執行役員 2009.7～2014.6

Warren McGregor 豪 元）オーストラリア会計調査財団・最高経営責任者 2001.1～2011.6

Darrel Scott 南ア ファーストランド銀行グループＣＦＯ 2010.10～2015.9

John T.Smith 米国 元）デロイト・トウシュ・トーマツ・パートナー 2002.9～2012.6

山田 辰己 日本 元）中央青山監査法人・パートナー 2001.1～2011.6

Zhang Wei-Guo 中国 元）中国証券監督管理委員会・主任会計士 2007.7～2012.6

Hans Hoogervorst ｵﾗﾝﾀﾞ 蘭・金融市場庁（AFM）長官 2011.7～2016.6 （次期議長）

Ian Mackintosh ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 英・会計基準審議会議長 2011.7～2016.6 （次期副議長）

国際会計基準審議会(IASB)メンバー
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IFRS財団 モニタリング・ボード メンバーリスト

金融庁 三國谷 長官

米国証券取引委員会（SEC） シャピロ 委員長（米）

欧州委員会（EC） バルニエ 委員（仏）

証券監督者国際機構（IOSCO）専門委員会（TC） ※

IOSCO 新興市場委員会 アンワー 副議長（ﾏﾚｰｼｱ）

※ フーガーホーストIOSCO TC議長がIASB議長に就任したため、MB議長を辞任。10月28日の

MBにおいては、TC副議長の河野総括審議官が暫定的に議長を務めた。
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IFRS財団 ガバナンス改革 (1)

設立： 2010年7月、モニタリング・ボード（MB)により、設立

目的： 2010年末までに、ガバナンス改革を終了

議長： 河野正道 金融庁 総括審議官（国際担当）、

IOSCO TC副議長

IFRS財団 ガバナンス改革 ワーキンググループ（WG)

７



現在のガバナンス構造が適切であるかを評価するため、MBの構成も含
めたIFRS財団全体のガバナンスモデルに焦点を置く

（検討項目）

資本市場規制当局やその他公的当局といった、関係当局を適切に代表している
か

資本市場規制当局やその他公的当局といった関係当局に対し、国際会計基準
審議会（IASB)の透明性や説明責任を十分に提供しているか

会計基準の検討過程において、利害関係者の適切な関与を確保しているか

会計基準の設定過程において、全ての関係する公共政策目的が考慮されること
を確保しているか

会計基準の設定過程におけるIASBの独立性を確保しているか

ガバナンス改革の目的

IFRS財団 ガバナンス改革 (2)
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ガバナンスモデルの全体像

透明性と他の公共政策目的の関係をどう考慮するか

IASBの構成と構造をどう見直すか

長期のアジェンダ設定、年次作業計画、会計基準の草案を作成する過程で利害

関係者も参加するように、取組みをどう強化するか

IASBのデュー・プロセスと作業手法をどう評価するか

評議員による監視の役割と機能が、会計基準の設定過程におけるIASBの説明

責任と独立性に、十分貢献しているかをどう評価するか

現在のガバナンス構造の説明責任と独立性の間に、何か不整合性があるか

ガバナンス改革の範囲－１

IFRS財団 ガバナンス改革 (3)
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MBの構成

現在のMBのメンバー数や構成は、資本市場の影響度に応じた、適切なものと
なっているか

どのようにMBメンバーを拡大すべきか

MBの新メンバーは、どう決定されるべきか

MBの役割を拡大すべきか

ガバナンス改革の範囲－２

IFRS財団 ガバナンス改革 (4)
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